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	応用
	抗原情報
	背景
	ソマトスタチンは多くの部位で作用し、多くのホルモンやその他の分泌タンパク質の放出を阻害します。ソマトスタチンの生物学的効果は、組織特異的に発現するGタンパク質共役受容体ファミリーを介していると考えられます。SSTR2は、7つの膜貫通セグメントを持つ受容体スーパーファミリーのメンバーであり、大脳と腎臓で最も多く発現しています。[RefSeq提供、2008年7月]、機能：ソマトスタチン14および28の受容体。この受容体は、百日咳毒素感受性Gタンパク質を介してアデニル酸シクラーゼ阻害に結合します。さらに、百日咳毒素感受性Gタンパク質だけでなく、非感受性Gタンパク質を介してホスホチロシンホスファターゼおよびPLCを刺激します。 RIN-5F細胞において、この受容体は電位依存性カルシウムチャネルを抑制することでカルシウム流入を阻害する。,類似性：Gタンパク質共役受容体1ファミリーに属する。,サブユニット：C末端はSHANK1のPDZドメインと相互作用する。,組織特異性：大脳および腎臓。空腸、結腸、肝臓にも少量存在する。,
	研究分野
	神経活性リガンド-受容体相互作用;
	画像データ
	

	SSTR2抗体を用いたSH-SY5Yの溶解のウェスタンブロット解析。抗体は1:500に希釈した。二次抗体は1:20000に希釈した。

